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産学連携について

産学連携とは：

産業界と大学の間で、研究活動等を中心に行われる交流活動

（1）委託・受託、共同研究

（2）人材育成・交流（インターンシップ、フェローシップ制度等）

（3）技術移転（TLO、リサーチ・オン・キャンパス等）

産学連携の状況：

技術開発サイクルの短縮化が進む中、産学連携は文部科学省や
経済産業省など国を挙げて推進され、年々増加している
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出展：文部科学省

産学連携実施件数の推移
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産学連携の問題点

産学連携の問題点：

企業が産学連携先をどう探せば良いのか分からない

問題点1： 学の提供している情報が、産の欲しい情報と上手く噛合わない

企業 大学

ニーズ
シーズ

“実用化”
寄り “基礎研究”

寄り

当社の「組み込み」プログラム
を容易にカスタマイズ出来るよ

携帯で「LISP」
を動かす事に

キーワードが上手く合わない
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を容易にカスタマイズ出来るよ
うにしたい

を動かす事に
成功した

問題点2： 既存サービスで提供しているような「論文等とのキーワード
マッチング」だけで良い教職員が見つかるのだろうか？
でも、それ以外の方法は既存サービスでは出来ないし、思いつかない。

産学連携マッチング支援

「産学連携先をどう探せば良いのか分からない」と言う問題を解決するために

産学連携マッチング支援を目的とした “高度検索”を、京都大学とNTTで実施中。

高度検索の特徴：

(1) 「学からの情報」である京都大学の教職員の論文や研究分野情報のみでなく、

「産」も参加した京都大学ICT連携推進SNS (※) の情報も含めた 問題点1に対応

(2) (1)をRDF化し解析、キーワードマッチングではなく、RDFの解析結果より

適切なクエリを提案 問題点2に対応

（※）：
産学連携推進の目的で設立。
京大の教職員・大学院生と
学外の企業・団体がメンバーで
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学外の企業 団体がメン で
・ 連携の可能性を探るための

研究内容の確認
・ 研究室の紹介も兼ねた技術討論の場

などに活用されている。

京都大学ICT連携推進SNS
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システム概念図

複数の観点で候補者を
提示するKnowWho

観点毎に形成される
人や技術の関係図

京都大学ICT連携推進SNS iMageを利用した高度検索

SNSサーバ

iMageエンジン
(解析・観点抽出)

SNSデータ

Webアプリケーションサーバ

ＡＰＩ

連携

キーパーソン・関連技術・関連コミュニティ

企業ニーズに関連する先生

大学の技術に興味を持ちそうな企業

(マッチング候補の探索)
キーパーソン・関連技術・関連コミュニティ

(産学連携セミナ企画支援)
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論文データベース
（CiNii）※

(解析 観点抽出)

京大研究者
データベース

京大
ニュースリリース

異なるデータをグラフ構造(RDF)にして統合

京大が保有する
情報リソース
(大学成果情報)

データ抽出

複数データ間に
跨った関係の探索

※：国立情報学研究所の武田英明教授と担当者のご厚意によりデータを利用させて頂いている

iMage（アイ・メージ）とは

元々一緒に扱う予
定のなかったDB等
を統合してできた
グラフ構造
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iMageによる
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例)
特定ノード間の頻出パターンの
マイニングなど

論文：探索アル
ゴリズムの研究人工知能

山田太郎

田中次郎

論文：インタラクション
の理解とデザイン
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CSCW

SNSコミュニティ：
人工知能技術は今
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NTT研究所
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？人？著書
？技術名

？論文

主題

著者
キーワード

著者

例)
「技術と人の間のパターン」

データの中から特徴的なパ
ターン（観点）を発見する

？著書
？技術名

？論文

主題

著者
キーワード

著者

？人？技術名
？SNSの
コミュニティ

キーワード

SNSメンバ

？人
？人

？人 SNSの友人

SNSの友人

？人 SNSの友人SNSメンバ

「技術」に詳
しい友人が
多い人

「技術」につ
いてSNSで
交流が活発
な人

「技術」に詳
しい人を探
す時に使え
そう
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産学連携先を探してみる

産学連携先調査の具体例：

京都の企業Xが「組み込みプログラムのカスタマイズを検討」するために

京都大学の教職員を探す場面を想定

企業X＠京都
京都大学

産学連携依頼
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企業X＠京都

当社の「組み込み」プ
ログラムを容易にカ
スタマイズ出来るよう

にしたい

“高度検索”で産学連携先を探した結果

高度検索での検索結果：

検索方法： キーワード「組み込み」、検索対象「教職員」で検索

検索結果：

従来の検索では見出せなかった以下の

2種類の結果が抽出出来た：種類 結果 抽 来

(1) 単体の検索サービスでは見えなかった

潜在的な結果

（観点3（ ）のクエリを利用）

(2) 異なる検索サービスをまたがるような

発見的な結果

（観点4（ ）のクエリを利用）

観点4の解

観点3の解

観点3の説明
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高度検索 検索結果画面

観点4の説明
観点3の説明

“観点”＝RDFに対するクエリ
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単体の検索サービスでは見えなかった潜在的な結果

高度検索での検索結果：

(1) 単体の検索サービスでは見えなかった潜在的な結果（観点3）

観点3： 妥当性を補強しつつ、直接見えない
候補に広げる

観点3の説明

観点1の解
観点2の解

観点3の解

観点3の説明：
(1) 「組み込み」に関する論文の執筆者を候補に

挙げ（観点1（ ））、
(2) (1)の候補者と類似研究を実施している候補に

広げる（観点2（ ））。
(3) SNS内の「組み込み」に関する情報を用いて

(2)の候補者の妥当性を補強（観点3（ ））。

教職員

記事

ｷｰﾜｰﾄﾞ 話題の人

観点3のクエリ：
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観点3のクエリより、研究データだけからは見つからない
「A教授」「B准教授」が見つかった

ｷｰﾜｰﾄﾞ

ｷｰﾜｰﾄﾞ

論文

執筆

教職員

教職員

専門分野 専門分野 ： 総覧DB、CiNii

： SNS

凡例：

組み込み

異なる検索サービスをまたがるような発見的な結果

高度検索での検索結果：

(2) 異なる検索サービスをまたがるような発見的な結果（観点4）

観点4： データをまたがって見つかる関係

観点1の解

観点4の解
観点3の解

観点4の特徴：
・ 研究データとSNSにまたがっている
・ 短いパスなので、関係が遠くなりすぎない
・ 妥当性を確保するため、パスが2本

教職員
ｷｰﾜｰﾄﾞ

記事

ｷｰﾜｰﾄﾞ

ｷｰﾜｰﾄﾞ

専門分野

観点4のクエリ：
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観点4のクエリより、個々のサービスでは見つからない
「C教授」「D教授」が見つかった

ｷｰﾜｰﾄﾞ

論文

執筆ｷｰﾜｰﾄﾞ

記事

ｷｰﾜｰﾄﾞ

ｷｰﾜｰﾄﾞ

組み込み

： 総覧DB、CiNii

： SNS

凡例：
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おわりに

まとめ：

以下の点より、高度検索により「企業が産学連携先をどう探せば良いのか
分からない」と言う問題を解決できたと考える：

・ 産学間の用語のギャップを埋めるため、京都大学ICT連携推進

情報 含 事 産 情報も含SNSの情報を含める事により、産からの情報も含めた。

・ 産学連携先を探すための「妥当性を補強しつつ、直接見えない候補

に広げる」クエリと「データをまたがって見つかる関係を利用した」

クエリを提案する事が出来た。

今後の課題：

・ SNSでは技術的な議論がなされる事を前提としてクエリに利用している
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が、その前提を外しても同クエリの活用が出来るよう、SNS内の情報に重
みを付ける等の方式の検討。

・ 今回の結果である「妥当性を補強しつつ、直接見えない候補に広げる」ク
エリと「データをまたがって見つかる関係を利用した」クエリの、アンケート
等による妥当性の確認。
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